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心
に
、
手
を
合
わ
せ
る
人
々
が
一
つ
に
集

い
共
に
生
き
て
い
く
姿
を
、
蓮
の
形
で
表

現
し
て
い
ま
す
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

か
ら
、「
ご
縁
」
を
感
じ
さ
せ
る
マ
ー
ク
で

す
。
今
後
は
お
知
ら
せ
な
ど
に
印
刷
さ
れ

ま
す
。
西
本
願
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

法
要
に
は
、
沖
縄
か
ら
も
団
体
参
拝
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
決
ま
り
次
第

ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

慶
讃
法
要

ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
は
様
々
な
色
や

ス
タ
イ
ル
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
例
→

親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年

立
教
開
宗
８
０
０
年

親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・
立
教
開

宗
８
０
０
年
慶

き
ょ
う

讃さ
ん

法ほ
う

要よ
うが

京
都
・
西
本
願

寺
で
お
勤
ま
り
に
な
り
ま
す
。
期
日
は
右

表
の
通
り
２
０
２
３
（
令
和
5
）
年
3
〜

5
月
で
、
5
期
計
30
日
間
に
わ
た
り
ま
す
。

昨
年
10
月
1
日
に
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
ロ

ゴ
マ
ー
ク
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
ご
縁
を
慶
び
、
お
念

仏
と
と
も
に
」。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
親
鸞
聖

人
の
命
の
灯
が
人
々
を
救
い
教
え
を
広
め

る
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
親
鸞
聖
人
を
中

法
要
期
日

２
０
２
３
（
令
和
5
）
年

第
1
期
　
3
月
29
日
（
水
）
～
4
月
3
日
（
月
）

第
2
期
　
4
月
10
日
（
月
）
～
4
月
15
日
（
土
）

第
3
期
　
4
月
24
日
（
月
）
～
4
月
29
日
（
土
）

第
4
期
　
5
月
6
日
（
土
）
～
5
月
11
日
（
木
）

第
5
期
　
5
月
16
日
（
火
）
～
5
月
21
日
（
日
）

前回、1973年に執行された親鸞聖人ご生誕800年・
立教開宗750年慶讃法要の様子（写真提供：西本願寺）

行事
案内

1 月後半の行事
日曜学校【久米島布教所】

1月17 日（日）午前 10 時～
久米島常例法座【久米島布教所】

1月17 日（日）午後 7 時～
第 1回実践運動研修会【沖縄別院】

1月 23 日（土）午後 7 時～
講師：梁　裕之 氏（てぃーだこども食堂代表）
宗祖親鸞聖人報恩講【沖縄別院】

1月 24 日（日）午前 10 時～
講師：和氣秀剛 師（奈良教区吉野西組圓光寺住職）

講師：岩尾秀紀 師（連研中央講師）
連研のための研究会【沖縄別院】

2 月 7 日（日）午後 6 時 30 分～
講師：岩尾秀紀 師（連研中央講師）

常例法座【沖縄別院】
2 月14 日（日）午前 10 時～
法話：比嘉　健 師（別院職員）

久米島日曜学校【久米島布教所】
2 月 21日（日）午前 10 時～

久米島常例法座【久米島布教所】
2 月 21日（日）午後 7 時～

納骨堂総追悼法要（十六日祭）
【別院、天久、久米島】

2 月 27 日（土）
別院：午前 10 時～、午後 2 時～
天久・久米島：正午～

※各行事につきましては、
今後の新型コロナウイル
ス感染拡大状況に応じ
て、中止・延期になる可
能性がございます。

新型コロナ感
染拡大に伴い西本願寺の発信したメッセージポスター（一例。※西本願寺HPから全種ダウンロードできます）

２月の行事
門徒推進員連絡協議会発足式・記念講演【沖縄別院】

2 月 7 日（日）午後 3 時～

お
き
な
わ
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● 
ご
門
主
さ
ま
の
近
刊
紹
介 

●

大
谷
光
淳
ご
門
主
（
西
本
願
寺
第
25
代

門
主
）
の
ご
著
書
『
令
和
版　

仏
の
教
え 

阿
弥
陀
さ
ま
に
お
ま
か
せ
し
て
生
き
る
』

（
幻
冬
舎
）
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

お
近
く
の
書
店
や
本
願
寺
出
版
社

（
０
１
２
０・４
６
４・５
８
３
）
な
ど
で
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

法　話

報
恩
講
の
お
話

　
報ほ

う

恩お
ん

講こ
う

金
子
み
す
ゞ

「
お
番
」
の
晩ば

ん

は
雪
の
こ
ろ
、
／
雪
は

な
く
て
も
暗や

み

の
こ
ろ
。
／
／
く
ら
い
夜

み
ち
を
お
寺
へ
つ
け
ば
、
／
と
て
も
大

き
な
蝋ろ

う

濁そ
く

と
、
／
と
て
も
大
き
な
お
火ひ

鉢ば
ち

で
、
／
明
る
い
、
明
る
い
、
あ
た
た

か
い
。
／
／
大
人
は
し
っ
と
り
お
話
で
、

／
子こ

供ど
も

は
騒さ

わ

い
じ
ゃ
叱し

か

ら
れ
る
。
／
／

だ
け
ど
、
明
る
く
に
ぎ
や
か
で
、
／
友

だ
ち
ゃ
み
ん
な
よ
っ
て
い
て
、
／
な
に

か
し
な
い
じ
ゃ
い
ら
れ
な
い
。
／
／
更ふ

け
て
お
家
へ
か
え
っ
て
も
、
／
な
に
か

う
れ
し
い
、ね
ら
れ
な
い
。
／
／
「
お
番
」

の
晩
は
夜
な
か
で
も
、
／
か
ら
こ
ろ
足あ

し

駄だ

の
音
が
す
る
。

（『
金
子
み
す
ゞ
童
謡
全
集
』ジ
ュ
ラ
出
版
局
よ
り
）

金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
「
報
恩
講
」
で
す
。

み
す
ゞ
さ
ん
の
生
誕
の
地
、
山
口
県
長な

が

門と

市し

は
浄
土
真
宗
の
教
え
を
喜
ぶ
人
々
が
多

い
地
域
で
す
。
そ
の
地
域
の
方
言
で
報
恩

講
を
「
お
番ば

ん
」
と
い
い
ま
す
。
報
恩
講
に

は
大
人
も
子
ど
も
も
お
寺
に
集
ま
り
、
み

ち
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
教
え
に
照
ら
さ
れ

て
、
自
分
自
身
の
姿
を
も
う
一
度
省
み
る

行
事
で
も
あ
る
の
で
す
。

沖
縄
別
院
で
は
、
1
月
24
日
（
日
）
午

前
10
時
よ
り
本
堂
に
て
、「
報
恩
講
法
要
」

を
修
行
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ま
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

ん
な
で
仏
さ
ま
の
お
話
を
お
聴
聞
。
大
き

な
火
鉢
と
ご
法
話
に
身
も
心
も
あ
た
た
ま

る
。
子
ど
も
は
夜
と
も
な
れ
ば
普
段
は
す

ぐ
に
寝
か
せ
ら
れ
る
が
、
報
恩
講
の
晩
は

特
別
。
暗
闇
を
両
親
や
祖
父
母
に
連
れ
ら

れ
て
歩
き
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
お
寺
に

着
く
と
、
い
つ
も
よ
り
も
大
き
な
ロ
ウ
ソ

ク
や
た
く
さ
ん
の
人
。
お
祭
り
の
よ
う
な

に
ぎ
わ
い
に
、
子
ど
も
ど
う
し
は
し
ゃ
い

で
は
叱
ら
れ
る
。
家
に
帰
っ
て
も
な
か
な

か
寝
つ
か
れ
な
い
。
大
人
た
ち
は
夜
通
し

お
寺
に
集
ま
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
こ
の

詩
に
は
、
報
恩
講
の
夜
の
に
ぎ
や
か
な
風

景
が
切
り
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

報
恩
講
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
ご
恩
と

ご
苦
労
を
偲
び
、
私

た
ち
が
心
安
ら
ぐ

温
か
い
み
仏
の
教
え

を
み
ん
な
で
聴
き
、

み
ん
な
で
慶
び
あ

う
、
仲
間
の
集
い
で

す
。
そ
し
て
、
私
た

前回の沖縄別院報恩講
（2020年 1月）の様子

西
本
願
寺
の
宗
門
総
合
振
興
計
画
の
一

環
で
平
和
学
習
の
視
聴
覚
教
材
と
し
て
製

作
さ
れ
た
映
画
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
沖

縄
戦　

知
ら
れ
ざ
る
悲
し
み
の
記
憶
」
が
、

ア
メ
リ
カ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
開
か

れ
た
「
第
15
回
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
日
本

映
画
祭
」（
２
０
２
０
年
10
月
１
〜
４

日
）
で
最
優
秀
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
監
督
は
太
田

隆
文
さ
ん
、
製
作
を
担
当
し
た
の
は

本
願
寺
派
総
合
研
究
所
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
全
国
の

教
務
所
に
配
布
さ
れ

て
お
り
、
研
修
会
な

ど
で
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

沖
縄
県
宗
務
事
務

所
で
も
引
き
続
き
各

種
団
体
へ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

西
本
願
寺
製
作
の
映
画

「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
沖
縄
戦
」が
ロ
ス
で
受
賞
!!

↑
↓
映
画
チ
ラ
シ

新
年
に
あ
た
り
謹
ん
で
ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
生
活
様
式
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

特
区
は
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）
で
「
貧
困
問
題
」「
非
戦
平
和
」

「
人
権
問
題
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
さ
ら
に
大

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
世
界
食
糧
計
画（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）の
マ
ノ
ジ・ジ
ュ

ネ
ジ
ャ
事
務
局
次
長
は「
コ
ロ
ナ
発
生
前
は
約
一
億
三
五
〇
〇
万
人
が
深
刻
な
飢
餓
に
陥
っ

て
い
た
が
、
２
０
２
０
年
内
に
二
億
七
千
万
人
に
増
え
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

県
内
の
子
ど
も
食
堂
や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
く
と
し
て
、
食

料
の
無
料
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
継
続
的
な
支
援
を
訴
え
続
け
て
い
ま
す
。

人
権
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
と
そ
の
家
族
、
医
療
に
従
事
さ
れ
る
方
々
な
ど
へ

の
誹
謗
中
傷
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
の
状
況
は
、
誰
が
感
染
し
て
も
不
思
議
で
は

な
く
、
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
仏
の
大
悲
心
を
学
ぶ
仏
教
徒
と
し
て
、
お
か
げ
さ
ま
と
、
思
い
や
り
、
支
え

合
う
こ
と
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

本
年
も
職
員
一
同
、
宗
務
と
寺
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

２
０
２
1
（
令
和
３
）
年

新
年
の
ご
挨
拶

沖
縄
県
宗
務

事
務
所
長 

佐
々
木
龍
三


